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         品詞の使用率からみた和文体・漢文体の特徴












       コンピュータ使用によるキェルケゴールの文体の解析
                     大阪教育大学教育学部桝形公也
 キェルケゴールとコンピュータとの結び付きに関しては，一般には奇異た感じを与えるかも
しれたい．しかし，彼自身の思想のスタイルからして，コンピュータを利用して彼の文体研究
を可能にするようた要素がある．その理由をいくつか列挙すれば，次のようたものにたろう．
 キェルケゴールの著作には，本名での著作，仮名での著作，遺稿という三種類のものがある
ということ．それに応じて，彼の作品は，宗教的なものと美的なものというように，大きく二
つに分けられるということ．彼はまた人間の生存領域として三つの実存領域を提起し，それら
の各領域における術語や文体に固有の特質を与え，その伝達の形式に関しても固有のものがな
ければならないとしていること．更に，キリスト者としての語りかけのスタイルの区別として
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